
公開シンポジウム
「データ活用による
地域の新たな価値創出」

開催のご案内

開催概要：
日 時： ２０１７年１１月２５日(土)１４時～
場 所： 奈良県産業振興総合センター

イベントホール（奈良市柏木町１２９－１）
主 催： 奈良県
後 援(予定)：近畿経済産業局

独立行政法人情報処理推進機構

アクセス
★電車・バスでお越しの方は
•近鉄橿原線「西ノ京」駅下車、東へ1.5km
(徒歩約17分)
• 「近鉄奈良」駅、「ＪＲ奈良」駅西口から奈良
交通バス（28系統）「恋の窪町」行き
－「柏木町南」下車（バス乗車時間約20分）、

西へ0.6km(徒歩約6分)
★車でお越しの方は
• 可能な限り乗り合わせてご来場ください。
• 敷地内の駐車スペースにお停めください。

参加申込み：⇒
右のQRコードより次のURLに
アクセスし、お申し込み下さい。

アクセスできない場合は、下記の問合せ先に
必要事項（所属、氏名、連絡先）をご記載、ご送付下さい。
(定員60名。定員になりしだい締め切らせていただきます。)

次 第：
14：00 開会
14：05 招待講演「（仮タイトル調整中）藤沢市におけるデータ収集と活用事例」

中澤仁氏（慶應義塾大学環境情報学部准教授）
15：00 京都府の事例紹介「データとアクション両輪のプラットフォームによる地域課題解決について」

東健二郎氏（京都府 政策企画部長付主査）
15：20 奈良県の事例紹介「「ならたん～きょうから奈良へ～」プラットフォームについて」

林田平馬氏（奈良県産業振興総合センター生活･産業技術研究部主任研究員）
上野秀剛氏（奈良工業高等専門学校情報工学科准教授）
諏訪博彦氏（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科助教）

15：50 生駒市の事例紹介「オープンデータでつむぐ参画と協働のまち生駒」
森康通氏（生駒市総務部情報政策課情報化推進係長）

16：00 アーバンデータチャレンジ奈良ブロックの紹介
16：20 総合討論 （パネリスト）上記講演者・事例紹介者 6名
（コーディネータ）新井イスマイル氏（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報基盤センター准教授）

17：00 閉会
（17：10～ 情報交換会を開催予定。参加費500円）

問合せ先：
奈良県産業振興総合センター林田・増山
Tel：0742-33-0863(代)

email: sangyosinko[at] office.pref.nara.lg.jp
※[at] をアットマークに変換してください

ワークショップ
シンポジウム
意見交換会
参加者募集

同日開催ワークショップ申込受付中！
それぞれ10:30開始＜各5名限定＞
①「Node-REDを活用した

センサ情報の可視化」
②「RESASの操作方法」
詳細、申込はこちら⇒
もしくは、左記問合せ先に
所属、氏名、連絡先、受講希
望講座を記載、ご送付下さい。

https://r.qrqrq.com/
JapYufVG?scan=gapp

https://r.qrqrq.com/EPzUUrJU?scan=gapp

情報通信技術の進化により、インターネットとあらゆるモノがつながり、
新たな付加価値を創造するＩｏＴ(Internet of Things)への関心が高まっている。
本シンポジウムでは、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ等の情報通信技術を活用し、
地域で新たな価値創出を図る自治体の取組の現状とこれからについて、
情報交換を行い、データ活用や連携のきっかけとなることを目指す。


